
日
本
大
学
芸
術
学
部
「
芸
術
学
部
紀
要
」
第
記
号
抜
刷
平
成
躯
年
９
月

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
一
三
作
会
煉
獄
の
魂
》
に
つ
い
て

木
村
三

郎



『尅劉．、ざ．

Ｉ
作
品
の
基
碍
情
報

現
在
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
に
あ
る
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
美
術
館
に
は
、
通
称
《
煉
獄
の
魂
》
（
図
１
，

１
ａ
～
１
．
）
Ｔ
）
と
呼
ば
れ
る
フ
ィ
リ
ヅ
プ
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
作
の
、
巨
大
な
作
品
が
収

蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
元
来
、
一
六
五
二
年
頃
、
パ
リ
の
サ
ン
Ⅱ
タ
ン
ト
ワ
ー
ヌ
街

に
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
修
道
立
願
修
道
院
の
中
の
聖
堂
主
祭
壇
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た

（
Ｆ
ン
ぐ
シ
Ｆ
回
⑬
ｇ
函
・
ロ
胸
霞
）
。
そ
の
後
、
一
七
六
三
年
イ
エ
ズ
ス
会
の
廃
止
に
と
も
な
い
売
却

さ
れ
、
バ
リ
を
離
れ
、
現
在
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
に
安
住
の
地
を
得
て
い
る
（
２
）
。

来
歴
資
料
は
、
註
２
に
詳
述
し
て
あ
る
が
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
美
術
館
資
料
室
と
、
ル
ー
ヴ
ル

美
術
館
絵
画
資
料
室
収
蔵
資
料
を
基
礎
に
綱
蚕
を
進
め
、
概
要
は
ほ
ぼ
入
手
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

主
要
な
収
蔵
目
録
が
砿
題
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
一
七
八
四
年
以
前
に
、
法
律
家
で

あ
り
、
時
人
と
し
て
も
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
と
な
っ
て
、
哲
墨
，
者
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
対
時
し
た
こ
と

で
文
学
史
上
で
知
ら
れ
る
ド
・
パ
ン
ビ
ニ
ャ
ン
侯
爵
が
、
こ
の
作
品
を
離
入
し
、
自
分
の
居
城
に

展
示
し
て
い
た
事
実
が
紀
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

巨
呂
〔
①
臣
『
“
⑩
⑪
の
ど
の
。
．
：
巴
湯
の
『
］
の
切
廸
白
の
②
Ｑ
宮
口
冒
圃
§
『
、
己
閏
甸
三
一
コ
目
の
○
の
ｎ
百
ヨ
ロ
昌
曾
の
（
三
巨
艦
の
」
の
⑫
シ
Ｅ
堀
口
⑫
回
皀
〃
『
。
■
一
目
⑫
の
）
⑪
冒
切
四
℃
『
◎
く
の
冒
己
８
の
［
四
巨
切
⑫
一
⑫
臣
『
｜
の
③

の
Ｅ
こ
の
叩
冨
『
向
己
邑
①
冨
竺
の
（
ご
篭
・
国
．
ｇ
冨
託
］
や
霞
》
の
鳥
｝
⑪
『
目
『
二
口
。
『
一
く
皇
（
］
①
『
Ｅ
『
の
目
の
烏
一
画
『
『
｝
い
く
の
、
」
①
皀
○
臣
ぐ
の
凹
員
ｐ
Ｃ
２
目
の
目
〉

【
①
］
雪
Ｃ
ａ
も
三
一
一
弓
の
。
①
」
の
、
目
【
弓
昌
、
ロ
の
．
甸
巨
ワ
の
厨
の
Ｅ
の
『
○
一
口
。
．
シ
己
の
切
目
已
巨
『
恩
８
－
『
の
．
ロ
ョ
ー
ー
の
言
些
の
固
の
『
息
ａ
ご
ｏ
１
ご
陰
の
忍
、
。
弓
①
］
の
⑦
『
目
曰
く
巴
の
１
９
Ｐ
三
の
『
。
、
｜
旨
き
の

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
作
《
煉
獄
の
魂
》
に
つ
い
て

要
旨

Ⅱ
作
品
記
述

こ
の
作
品
は
、
縦
三
八
四
ｘ
横
二
五
五
・
五
ｍ
と
な
る
大
画
面
で
あ
り
、
上
下
二
段
の
栂
成
を

と
っ
て
い
る
。
下
半
分
に
、
煉
献
に
い
る
様
々
な
人
々
の
群
れ
、
上
部
に
は
、
十
字
架
を
か
か
え

た
キ
リ
ス
ト
と
聖
母
と
聖
人
た
ち
が
描
か
れ
る
。

先
ず
、
下
半
分
の
殿
下
部
に
は
、
燃
え
上
が
る
炎
の
中
の
、
上
半
身
が
裸
体
の
人
物
群
が
描
か

れ
て
い
る
（
図
１
ｓ
・
股
前
景
に
は
、
頭
部
だ
け
の
女
性
の
後
ろ
姿
、
そ
の
右
手
に
は
目
を
瞑
っ

て
祈
る
女
性
。
右
端
に
は
、
手
を
合
わ
せ
る
女
性
。
そ
れ
ら
の
女
性
た
ち
の
間
に
、
逼
し
い
裸
体

を
見
せ
る
若
い
男
性
と
年
老
い
た
男
性
が
い
て
、
手
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
胸
に
鯉
い
た
り
、
祈

り
つ
つ
あ
る
姿
を
現
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
男
女
が
前
景
で
あ
る
と
す
る
と
、

そ
の
背
後
に
、
光
の
弱
い
暗
い
部
分
が
あ
っ
て
、
や
は
り
炎
が
燃
え
て
い
る
。
二
人
以
上
の
人
間

た
ち
が
、
開
い
た
片
手
を
挙
げ
、
救
い
を
求
め
る
声
を
発
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

画
面
右
手
に
は
、
そ
う
し
た
人
物
群
か
ら
抜
け
出
し
た
と
思
わ
れ
る
一
人
の
男
性
が
、
緑
の
衣

を
半
ば
身
に
ま
と
っ
て
い
る
。
後
ろ
に
い
る
ピ
ン
ク
の
諭
衣
の
天
使
は
、
そ
れ
を
自
分
に
も
巻
き

付
け
、
こ
の
男
性
を
、
炎
の
燃
え
さ
か
る
煉
獄
か
ら
救
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
上
部
の
櫛
成
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
、
観
察
し
て
お
こ
『
工
震
の
上
の

木
村
三

郎
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巴riwiil凋
州
廷
や
曲
△
且
岨
、
】
＃
皿
甜
Ｒ
Ｅ
ｄ
・
報
ノ
ー
Ｊ
‐
・
季
‐
且
。
．
“
．
．
；
・
‐
、
‐
｜
‐
，

も
う
一
点
の
素
描
で
あ
る
図
３
は
、
開
い
た
右
手
だ
け
を
四
回
形
を
変
え
て
繰
り
返
し
描
い
た

作
例
で
あ
り
、
そ
こ
に
右
足
の
素
描
も
加
わ
っ
て
い
る
。
い
す
れ
に
し
て
も
、
画
家
が
、
こ
の
作

品
の
完
成
の
た
め
に
、
手
の
形
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
と
い
え
る
。

と
中
指
だ
け
を
突
き
出
し
た
、
や
や
不
可
解
な
指
の
形
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
作
品
に
は
、
ド
リ
ヴ
ァ
ル
が
そ
の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
の
中
で
Ｓ
○
国
く
シ
Ｆ
』
召
③
）
、

単
備
段
階
に
お
け
る
関
連
素
描
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
図
２
に
示
し
た
作
品
が
そ

れ
で
あ
る
。
完
成
作
に
か
な
り
近
づ
い
た
段
階
で
の
素
描
で
あ
る
が
、
細
か
く
眺
め
る
と
、
聖
母

の
右
手
の
位
腫
が
異
な
り
、
下
に
お
ろ
し
て
い
た
手
を
、
完
成
作
で
は
胸
に
当
て
て
い
る
。
聖
母

の
情
念
表
現
に
、
｜
工
夫
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
下
段
の
、
炎
に
包
ま
れ
た
煉
赦
の

中
に
い
る
人
物
像
の
位
艇
関
係
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
が
、
天
使
の
位
極
が
や
や
中
央
に

移
動
し
て
い
て
、
こ
の
天
使
の
存
在
感
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
後
段
で
、
ド
リ
ヴ
ァ
ル
の
研
究
を
紹
介
す
る
際
に
再
度
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
キ

リ
ス
ト
の
右
手
の
形
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
完
成
作
で
は
、
開
い
た
手
の
形
が
変
わ
り
、
親
指

素
描
か
ら
完
成
作
へ

聖
母
は
、
赤
い
下
衣
の
上
に
青
い
上
衣
を
つ
け
、
頭
部
に
も
茶
色
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
つ
け
て
い
る
。

視
線
は
上
向
き
で
キ
リ
ス
ト
と
前
方
を
見
て
い
る
。
左
手
を
前
に
出
し
、
右
手
は
胸
に
お
く
。
画

面
右
手
に
は
、
二
人
の
聖
人
が
翅
め
ら
れ
ろ
。
イ
エ
ス
の
左
足
に
近
い
位
艇
に
い
る
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
Ⅱ
ザ
ビ
エ
ル
は
、
ミ
サ
を
挙
げ
る
時
に
蒜
用
す
る
白
い
祭
服
で
あ
る
ア
ル
バ
の
上
に
、
首

の
周
り
に
か
け
て
前
で
平
行
に
曇
ら
し
た
細
長
い
帯
状
の
ス
ト
ラ
を
蒲
用
し
て
い
る
（
木
村
「
イ

エ
ズ
ス
会
図
像
」
二
○
○
七
、
鰭
文
５
参
照
）
。
そ
の
樹
に
い
る
聖
イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ョ
ラ
は
、

一
層
凝
っ
た
瑞
衣
で
あ
る
（
３
）
。
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
を
円
環
状
に
囲
む
よ
う
に
、
ケ
ル
ビ
ム
が

栂
図
の
上
部
の
枠
取
り
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ル
ピ
ム
は
雲
か
ら
首
を
出
し
て
い
る

（
図
１
．
）
。

広
げ
、
他
の
指
を
閉
じ
て
い
る
。

傭
景
で
あ
る
。
燦
然
と
輝
く
光
が
頭
部
を
包
ん
で
い
る
、
半
身
が
裸
体
の
キ
リ
ス
ト
が
（
図
１
３
、

徽
然
と
立
ち
上
が
っ
て
い
て
、
彼
の
存
在
が
、
全
画
面
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
右
胸
の
下
〈
図

１
ｂ
）
と
両
足
と
胸
に
は
、
傷
痕
が
函
め
ら
れ
、
左
手
で
十
字
架
を
か
か
え
て
い
る
。
下
半
身
は
、

左
足
を
前
に
、
右
足
は
後
ろ
に
引
き
、
コ
ン
ト
ラ
ポ
ス
ト
の
安
定
感
の
あ
る
体
勢
を
示
し
、
若
干

紫
を
感
じ
さ
せ
る
青
い
瑞
衣
で
身
体
を
覆
っ
て
い
る
。
頭
髪
が
風
に
な
び
く
。
ひ
げ
を
た
く
わ
え

た
顔
は
右
下
の
聖
母
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
右
手
は
強
く
伸
ば
し
て
、
人
差
し
指
と
中
指
を

た
と
え
ば
、
マ
ー
ル
は
、
図
４
の
作
品
を
図
示
し
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
・
バ
ロ
ッ
ク
の
画
家
、

グ
エ
ル
チ
ー
ノ
作
《
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
と
煉
獄
の
魂
》
（
４
）
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
下
部
に
は
、

炎
の
中
で
苦
し
む
魂
た
ち
を
、
守
護
天
使
二
人
が
救
い
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
上
部
の
雲
の
上
で

Ｅ
・
マ
ー
ル
の
著
作
に
鴎
じ
ら
れ
て
い
る
、
十
七
世
紀
に
お
け
る
煉
漱
の
図
像
箔
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
、
拙
著
（
木
村
『
イ
エ
ズ
ス
会
図
像
」
二
○
○
七
）
で
紹
介
し
て
い
る
。
本
碕
で
は
、
そ

こ
で
は
書
き
得
な
か
っ
た
マ
ー
ル
の
分
析
を
、
一
歩
深
め
て
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

マ
ー
ル
は
、
わ
が
国
で
も
邦
訳
が
刊
行
き
れ
て
い
る
よ
う
に
、
西
洋
中
世
の
宗
教
図
像
に
つ
い

て
、
一
九
○
八
年
に
、
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
中
世
末
期
の
宗
教
美
術
（
邦
訳
・
中
世
末
期
の
図

像
学
）
」
、
一
九
二
二
年
に
、
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
十
二
世
紀
の
宗
教
美
術
（
邦
訳
・
ロ
マ
ネ
ス

ク
の
図
像
学
）
』
を
刊
行
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
経
験
を
前
提
に
、
一
九
三
二
年
、
こ
の
「
ト
リ

エ
ン
ト
公
会
議
以
降
の
宗
教
美
術
」
（
ニ
ン
目
角
蔚
己
荷
）
（
一
九
八
四
年
に
は
「
十
七
世
紀
の
宗

教
美
術
」
と
書
名
が
徹
妙
に
変
更
さ
れ
た
）
（
ニ
ン
炉
回
浅
昌
【
ご
霞
）
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

西
洋
古
典
語
へ
の
深
い
理
解
を
前
提
に
、
該
博
な
神
学
に
関
す
る
教
養
を
駆
使
し
、
平
易
で
明
蜥

な
文
体
で
、
図
版
比
較
を
柱
と
し
麓
述
を
重
ね
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
麓
述
内
容
は
、
文
体
は

明
断
で
あ
っ
て
も
、
引
用
し
た
作
品
の
図
版
が
少
な
く
、
必
ず
し
も
簡
単
に
理
解
で
き
る
代
物
で

も
な
い
。
図
版
の
裏
付
け
の
な
い
図
像
の
慧
述
は
、
鍵
渋
せ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
引
用
し
、
該
当

す
る
作
品
図
版
を
調
査
し
探
し
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
彼
の
こ
の
著
作
の
中
で
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
作
《
煉
歓
の
魂
》
が
図
示
さ
れ
た
章

に
関
し
て
の
讃
述
を
紹
介
す
る
。
主
要
な
諸
点
を
抽
出
し
、
そ
こ
に
、
近
年
の
研
究
成
果
と
、
錨

者
の
見
解
を
挿
入
し
つ
つ
、
批
判
的
紹
介
と
し
た
い
と
思
壱
Ｉ

①
Ｅ
・
マ
ー
ル
の
煉
獄
図
像
鯰

Ⅲ
Ｅ
・
マ
ー
ル
と
Ｂ
・
ド
リ
ヴ
ァ
ル
の
研
究
（
先
行
研
究
）

編
年
で
記
述
し
て
あ
る
先
行
研
究
の
中
で
は
、
学
術
性
の
高
い
研
究
が
数
多
く
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
の
中
で
印
象
的
な
も
の
は
、
①
Ｅ
・
マ
ー
ル
｛
三
シ
Ｆ
回
渓
ご
員
巴
霞
）
と
そ
れ
以
降
の

煉
歓
図
像
麓
と
、
②
Ｂ
・
ド
リ
ヴ
ァ
ル
ｅ
○
国
ご
シ
Ｅ
弓
］
）
が
試
み
た
、
ヴ
ァ
レ
リ
ァ
ー
ノ

の
寓
意
図
像
築
か
ら
の
影
靭
麓
で
あ
る
。
こ
こ
に
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

ａ
・
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
と
煉
獄

日本大学芸術学部紀要２０１０（58）『
ｏ
１
Ｌ
Ｉ
１
Ｓ
０
ｂ
｛
・
幻
－
０
わ
び
か
ｕ
で
、
で
小
心
ｑ
ひ
つ



『
Ｖ
Ｉ
９
Ｉ
１
Ｉ
‐
。
‐
‐
Ｉ

は
、
奥
に
神
、
右
手
に
聖
母
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
が
座
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
両
手
の
形
を
示

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
、
画
面
下
左
に
い
る
教
皇
服
を
藩
た
人
物
の
左
手
の
動
作
に
呼
応
し
て
い

る
。こ
の
人
物
は
、
豪
春
な
教
皇
服
に
身
を
包
ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
、
右
手
に
、
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー

ト
で
あ
る
三
本
の
横
木
の
入
っ
た
司
教
杖
、
頭
部
後
ろ
に
、
著
述
の
際
の
霊
感
を
象
徴
す
る
鶴
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
四

人
の
ラ
テ
ン
（
西
方
教
会
）
教
父
の
一
人
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
教
会
の
典
礼
形
式
と
そ
の
音
楽
「
グ

レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
」
を
確
立
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
表
現
き
れ
て
い
る
内
容
は
、
彼
が
「
対
鰭
」

の
中
に
執
鐘
し
た
煉
秋
に
つ
い
て
の
践
述
一
ｓ
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
煉
繊
と
は
、
彼
が
発
展
さ
せ

た
概
念
で
あ
り
、
天
国
で
も
地
鰍
で
も
な
く
、
地
上
で
犯
し
た
卵
を
ま
だ
十
分
に
韻
っ
て
い
な
い

魂
た
ち
が
腿
か
れ
る
場
所
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
背
景
に
考
え
る
な
ら
ば
、
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
の
作

例
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
容
易
に
理
解
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

一
方
で
、
マ
ー
ル
は
、
こ
の
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
聖
母
と
天
使
の
存
在
か
ら
、
こ
の
時
代
に

煉
獄
に
関
す
る
新
し
い
図
像
形
式
が
生
ま
れ
た
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
二
人
こ
そ
が
、

煉
獄
で
罪
の
あ
が
な
い
を
し
て
い
る
魂
｛
一
同
、
一
一
ｍ
の
ｇ
巨
津
目
冨
｝
を
救
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
聖
母
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
煉
獄
に
降
り
、
魂
を
救
い
、
聖
母
昇
天
の
日
に
も
、

煉
獄
に
降
り
魂
を
救
う
と
さ
れ
た
く
三
シ
Ｆ
回
淀
尺
罠
乞
匿
・
呂
呂
胃
の
臣
，
ご
）
。
一
方
で
、
こ
の
時

代
の
教
え
に
よ
る
と
、
守
護
天
使
〈
昌
鴇
切
恩
ａ
－
ｇ
⑫
）
は
、
天
上
と
地
上
を
繋
ぐ
存
在
と
し
て
、

常
に
我
々
の
近
く
に
い
る
と
さ
れ
る
（
’
）
。
十
六
世
紀
、
宗
教
戦
争
の
時
代
に
広
ま
っ
た
こ
の
個

仰
は
、
ル
タ
ー
や
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
非
難
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
十
七
世
紀
に
は
さ
ら
に
一
般

化
し
た
。
ク
レ
メ
ン
ス
十
世
が
、
全
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
義
務
づ
け
、
多
く
の
瞥
物
が
懸
か
れ
、

信
心
会
が
増
加
し
た
。
そ
の
教
え
に
よ
る
と
、
一
人
の
天
使
が
、
人
の
挺
生
以
来
、
守
護
を
司

さ
ど
る
。
た
と
え
ば
、
人
生
で
の
決
定
的
な
出
会
い
も
、
守
艘
天
使
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
（
７
）
。

神
に
我
々
の
祈
り
を
取
り
次
ぎ
、
死
後
も
、
そ
の
傍
ら
に
あ
っ
て
慰
め
る
。
煉
獄
で
も
、
慰
め
、

浄
化
さ
れ
た
魂
を
天
に
運
ぶ
の
を
待
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
８
）
。

こ
う
し
た
聖
母
と
天
使
が
描
か
れ
る
関
係
は
、
図
５
に
図
示
し
た
も
う
一
点
の
煉
獄
を
描
く

ル
ー
ベ
ン
ス
の
作
品
《
煉
欽
か
ら
復
活
す
る
魂
》
に
も
阻
め
ら
れ
る
。
ル
ー
ベ
ン
ス
の
場
合
、
燃

え
さ
か
る
煉
獄
で
苦
し
む
魂
の
情
景
は
、
左
下
に
、
比
較
的
小
さ
く
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
一
方

で
、
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
の
作
例
と
は
異
な
り
、
二
人
の
風
を
持
っ
た
守
護
天
使
が
、
右
手
上
部
に
描

か
れ
て
い
る
。
天
使
た
ち
が
、
煉
職
か
ら
五
人
の
魂
を
、
数
珠
つ
な
ぎ
の
よ
う
に
連
ね
な
が
ら
救

い
出
そ
う
と
し
て
い
る
勢
い
が
、
画
面
全
面
を
満
た
し
て
い
る
（
９
）
。

画
面
上
部
の
霊
の
上
に
は
、
両
手
を
広
げ
た
聖
母
が
座
り
、
イ
エ
ス
に
取
り
な
し
を
し
て
い
る
。

振
り
向
い
た
イ
エ
ス
の
隣
に
は
、
や
は
り
、
司
教
杖
を
手
に
し
、
蝿
が
舞
う
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が

座
っ
て
い
る
。
こ
の
作
例
で
も
、
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
聖
母
、
守
護
天
使
の
関
係
に
は
大
き
な
変

化
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
え
る
一
四
。

②
Ｂ
・
ド
リ
ヴ
ァ
ル
の
ヒ
ェ
ロ
グ
リ
フ
鶴

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
図
像
伝
統
で
は
、
描
か
れ
る
聖
人
は
常
に
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
で
あ
る
と
は

限
ら
な
い
。
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
、
他
の
聖
人
と
入
れ
替
わ
る
作
例
が
、
西
洋
の
十
七
世
紀
で
は

阻
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
代
表
作
が
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
作
品
（
図
１
）
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
マ
リ
ア
と
守
護
天
使
の
存
在
が
明
確
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
い
な
い
。

そ
の
代
わ
り
に
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
Ⅱ
ザ
ビ
エ
ル
、
聖
イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
Ⅱ
ロ
ョ
ラ
が
登
場
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
存
在
感
が
希
薄
と
な
り
、
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
譲
以
降
、
と
り

わ
け
、
十
七
世
紀
に
列
型
さ
れ
た
、
よ
り
身
近
な
聖
人
が
登
場
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
一
方
で
、

図
６
に
示
し
た
、
ル
ー
ベ
ン
ス
の
作
品
、
《
キ
リ
ス
ト
の
仲
介
に
よ
り
メ
ン
ド
ー
サ
の
べ
ル
ナ
ル

デ
ィ
ヌ
ス
を
煉
獄
か
ら
救
っ
た
ア
ビ
ラ
の
聖
テ
レ
サ
》
で
は
、
や
は
り
、
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
代

わ
り
に
、
一
六
二
二
年
に
列
聖
さ
れ
て
い
る
テ
レ
サ
が
、
煉
猷
に
い
る
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ヌ
ス
の
た

め
に
キ
リ
ス
ト
に
依
頼
す
る
情
景
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
Ⅱ
一
・

ｂ
・
他
の
聖
人
と
煉
獄

マ
ー
ル
が
、
一
九
三
○
年
代
の
研
究
で
あ
る
な
ら
ば
、
ド
リ
ヴ
ァ
ル
は
、
次
の
世
代
を
代
表
す

る
研
究
者
で
あ
る
。
ド
リ
ヴ
ァ
ル
は
、
拙
論
（
木
村
「
フ
ェ
リ
ビ
ァ
ン
・
シ
ャ
ン
パ
ー
一
三
」

二
○
一
○
）
に
記
述
し
た
参
考
文
献
表
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
一
九
七
○
年
代
に
輔
力
的
な
シ
ャ

ン
パ
ー
ー
ー
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
一
九
七
一
年
に
刊
行
し
た
議
文
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
・

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
と
ヴ
ァ
レ
リ
ア
ー
ノ
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
」
ｅ
○
国
ご
尹
巨
。
。
）
で
は
、
当
該

作
品
に
触
れ
な
が
ら
図
像
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
研
究
は
、
論
文
の
冒
頭
の
脚
注
に
引
用
さ
れ
て
い
る
、
一
八
九
二
年
に
、
グ
ル
シ
子
爵
が

発
表
し
、
そ
れ
に
、
ギ
フ
レ
が
註
を
入
れ
た
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
と
甥
の
ジ
ャ

ン
Ⅱ
バ
テ
ィ
ス
ト
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
に
閥
す
る
一
次
資
料
に
つ
い
て
の
記
録
が
出
発
点
に
な
っ

て
い
る
厄
一
・
こ
の
紀
録
の
末
尾
に
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
が
所
蔵
し
て
い

た
図
番
の
リ
ス
ト
が
記
述
き
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
ピ
エ
リ
オ
・
ヴ
ァ
レ
リ
ァ
ー
ノ
（
以
下
、

ド・シャンパーニュ作《煉澱の魂）について(59）フイリツプ
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Ⅳ
結
論

以
上
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
作
品
《
煉
獄
の
魂
》
に
関
す
る
基
本
綱
報
、

作
品
記
述
、
先
行
研
究
の
あ
り
か
た
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
継
続
す
る
研
究
の
基
礎
工
事
を

目
的
と
し
た
本
鎗
考
と
し
て
は
、
こ
こ
で
筆
を
匝
く
こ
と
と
し
た
い
。

ド
リ
ヴ
ァ
ル
は
こ
の
中
で
、
こ
の
寓
意
図
像
築
で
あ
る
「
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
」
〈
図
７
ａ
｝
の
中

の
挿
図
で
あ
る
図
７
ｂ
に
籍
目
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
数
を
示
す
象
形
文
字
」
（
崖
円
◎
ぬ
一
旨
三
月
の

号
印
弓
。
日
耳
の
⑫
）
で
あ
り
、
１
か
ら
９
へ
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
桁
が
あ
が
り
、
９
０
０
に
至
る

数
字
を
、
指
で
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
比
較
す
る
こ
と
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
、

図
１
ａ
に
描
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
右
手
の
人
差
し
指
と
中
指
を
突
き
出
し
た
特
異
な
形
は
、
こ
の

図
の
中
の
、
２
０
０
と
い
う
数
字
が
ふ
ら
れ
た
も
の
に
当
て
は
ま
る
と
い
え
る
。

こ
の
形
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
先
ず
、
ヴ
ァ
レ
リ
ア
ー
ノ
に
よ
れ
ば
、
１
０
０
と
い
う

数
字
は
、
理
性
的
な
創
造
物
の
持
つ
完
全
さ
、
）
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
一
方
で
、
２
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
、
生
殖
（
恩
忌
『
昌
自
）
と
い
う
行
為
を
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
肉
体
の
持
つ
罪

（
ロ
円
庶
）
を
暗
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
塒
）
。

こ
う
し
た
ヴ
ァ
レ
リ
ア
ー
ノ
の
解
釈
を
念
頭
に
Ⅲ
き
、
改
め
て
図
１
ａ
を
眺
め
て
見
よ
う
。
上

部
に
見
ら
れ
る
、
十
字
架
を
抱
え
、
傲
然
と
復
活
し
た
キ
リ
ス
ト
の
姿
は
、
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
丘
で
行

わ
れ
た
犠
牲
の
絶
対
性
と
、
神
の
完
全
性
、
す
な
わ
ち
、
１
０
０
の
持
つ
象
徴
性
と
を
表
し
て
い

る
と
い
え
る
。

一
方
で
、
下
に
描
か
れ
て
い
る
煉
獄
に
い
る
魂
は
、
決
し
て
幸
福
と
は
言
え
な
い
。
人
間
の
待

つ
罪
深
い
状
態
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
２
の
持
つ
象
徴
的
な
意
味
に
対
応
す
る
部
分
で
あ

る
耐
》
・
キ
リ
ス
ト
が
指
の
形
で
示
し
た
意
味
が
こ
こ
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の

書
架
に
ヴ
ァ
レ
リ
ア
ー
ノ
の
当
該
図
瞥
が
並
ん
で
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
ド
リ
ヴ
ァ

ル
の
見
解
に
は
、
妥
当
性
を
阻
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
図
瞥
は
。
た
と
え
ば
、
図
１
の
作
品

が
描
か
れ
て
四
○
年
近
く
後
の
一
六
九
○
年
に
な
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
宮
路
学
者
と
し
て
名
高
い

フ
ュ
ル
テ
ィ
エ
ー
ル
が
、
そ
の
著
名
な
事
典
に
引
用
し
て
い
る
ｓ
ご
幻
向
日
局
両
国

誓
向
幻
○
の
Ｆ
罠
四
局
）
。
そ
こ
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
し
て
定
藩
し
た
こ
の
語
の
説
明
だ
け
で
な
く
、

ヴ
ァ
レ
リ
ア
ー
ノ
の
著
作
に
つ
い
て
の
賞
賛
の
言
葉
を
砿
餌
す
る
こ
と
が
で
き
る
⑰
。

ヴ
ァ
レ
リ
ァ
ー
ノ
と
略
）
が
執
簸
し
た
「
ヒ
ェ
ロ
グ
リ
フ
」
の
仏
訳
（
一
六
一
五
年
、
ド
．
モ
ン
参
考
文
献
と
註

リ
ヤ
ー
ル
訳
）
が
腿
め
ら
れ
る
同
）
。

』
雪
同
国
目
ヨ
ミ
。
「
＆
①
景
罠
●
ご
貝
項
目
□
、
ご
臣
「
国
匡
ミ
ご
由
回
冒
〔

西
○
国
司
同
海
田
○
両
司
同
幻
Ｃ
・
｝
」
二
目
ぐ
の
』
奄
辱
冒
咀
扇
慣
廷
鳥
照
曾
酔
囚
帝
旦
目
匡
勗
嵜
明
（
⑱
ご
岳
）
⑤
奇
燭
亘
扇

局
８
歳
２
房
。
最
冒
、
ご
皀
鰯
・
句
・
ロ
苞
。
（
司
乱
『
の
①
芹
司
后
念
ご
Ｃ
Ｅ
函
麗
‐
霞
．

の
○
円
目
Ｐ
同
幻
冷
○
円
円
い
同
冗
｛
○
》
治
］
の
宍
『
巨
包
凰
帛
評
績
漂
翼
耐
巨
⑱
『
⑤
己
“
、
ご
』
悪
翼
。
『
亘
、
昼
。
■
』
罰
弓
同
ご
雪
ｎ
号
の

切
目
の
己
嵜
目
照
応
ご
』
唇
奇
關
皀
。
△
エ
岑
弓
＆
目
冒
出
口
（
爵
肖
ご
ｇ
宮
口
亘
陣
篁
・
因
ご
鼬
宜
ョ
』
①
（
三
』
＄
⑦
・

勺
・
ぐ
Ｃ
ｐ
Ｎ
四
ヶ
の
【
口
。

ロ
”
向
冨
○
三
口
即
口
幻
向
三
○
ヱ
ワ
（
■
・
｝
・
患
寓
目
．
、
胃
急
国
弓
而
旦
匡
切
の
ミ
ヨ
ヨ
の
貝
『
９
国
ｇ
Ｎ
８

卑
笛
句
８
月
□
鳥
奇
●
口
。
烏
の
．
因
亘
⑩
。
⑱
吻
烏
『
繭
｛
画
目
冒
的
・
最
自
切
ご
胃
⑨
］
菖
団
③
．
■
一
。
且

日
の
四
］
』
Ｐ
ご
○
一
・
復
刻
版
シ
・
ｎ
ｏ
』
旨
』
召
］
．

砧
望
罵
目
辱
の
国
臣
二
言
晒
畳
昌
一
烏
億
画
凶
司
⑩

』
ロ
国
辱
の
』
ユ
ロ
ミ
示
戸
冒
・

『
ご
国
肖
局
宛
同
崗
ご
国
肖
局
勾
向
（
シ
）
ｂ
Ｒ
目
〔
三
富
罠
国
蜘
【
乏
弓
固
園
同
｛
』
＄
Ｐ
園
函
昌
の
①
【

幻
ｏ
耳
①
『
§
目
．
シ
『
ロ
。
自
陣
罰
Ｆ
⑩
の
『
い
い
ご
Ｃ
ｌ
針
復
刻
版
巳
冨
・
Ｐ
⑰
幻
◎
す
の
『
戸

、
再
伊
切
ら
○
目
色
⑪
甸
巨
す
①
二
国
己
巨
ヨ
伊
皀
ニ
ミ
ー
領
国
■
『
、
与
曲
『
伜

省
略
記
号

本
論
の
な
か
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
、
参
考
文
献
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図２Ｐ・ド・シャンパーニュ（煉獄の魂》素描① 図１．同（部分・ケルピム）（餓者搬影）

図ａＰ・ド・シャンパーニュ《煉獄の魂）素描②

図４グエルチーノ（型グレゴリウスと煉獄の魂）
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(67）フィリップ・ド・シャンパーニュ作《煉秋の魂》について
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図６Ｐ･Ｐ･ルーベンス（キリストの仲介によりメンドーサの

べルナルディヌスを煉獄から救ったアビラの聖テレサ》

1634年画布・油彩アントウェルペン王立美術館

Ｉｎｖ２９９

図５ Ｐ・Ｐ・ルーベンス《煉獄から復活する魂》

1636年画布・油彩トウルネー大聖堂
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